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戦
没
者
追
悼
式
は
、
年
々
参
加
者

が
減
少
し
、
参
加
者
の
高
齢
化
も
進
ん

で
い
る
。
先
の
大
戦
の
戦
没
者
を
慰
霊

し
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
す
る
と

言
う
、
戦
没
者
追
悼
式
の
意
義
に
ふ
さ

わ
し
い
あ
り
方
な
の
だ
ろ
う
か
と
い
う

思
い
が
湧
い
て
く
る
。
今
後
、
よ
り
多

く
の
方
の
参
列
と
、
次
の
世
代
へ
の
継

承
と
、
平
和
都
市
宣
言
の
ま
ち
に
ふ
さ

わ
し
い
平
和
へ
の
意
識
高
揚
の
た
め
の

式
典
で
あ
る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
。
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比
較
的
低
く
区
分
判
定
さ
れ
る
と
の
懸

念
に
ど
う
い
う
認
識
を
持
つ
か
。
ま
た

区
分
判
定
に
障
害
者
側
の
「
特
記
事
項
」

が
ど
の
程
度
反
映
さ
れ
る
か
。
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今
回
は
、
昨
年
十
二
月
に
制
定
さ
れ

た
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
つ
い
て

質
問
を
し
ま
し
た
。
そ
の
条
項
の
中
に

は
、
自
治
推
進
委
員
会
の
設
置
が
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
と
行
政
が
協
力

し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
に
は
、
担
当
所
管
部
局
の
職
員
は

自
治
推
進
委
員
会
の
各
部
会
に
入
る
べ

き
と
、
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
市

職
員
は
、
ど
の
よ
う
な
立
場
で
自
治
推

進
委
員
会
に
か
か
わ
り
合
う
の
か
を
、

聞
き
ま
し
た
。
総
務
部
長
は
、
担
当
所

管
部
局
が
、
情
報
提
供
を
求
め
ら
れ
た

場
合
に
、
行
政
と
し
て
、
対
等
で
フ
ラ

ッ
ト
な
立
場
と
し
て
参
画
し
、
話
合
い

を
す
る
と
答
え
ま
し
た
。

　

公
営
住
宅
の
ガ
ス
器
具
な
ど
の
リ

ー
ス
代
が
他
市
よ
り
高
い
と
考
え
る
、

軽
減
策
は
な
い
の
か
。　
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ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
高
騰
で
市
も
影

響
を
う
け
て
い
る
。
廃
て
ん
ぷ
ら
油
を

利
用
し
て
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
に

使
用
で
き
る
安
い
燃
料
が
で
き
る
こ
と

を
知
っ
た
。
市
も
研
究
し
、
経
費
節
減

に
活
か
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
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市
職
員
が
飲
酒
運
転
に
絡
ん
だ
違

反
を
お
こ
し
た
場
合
は
、
す
べ
て
免
職

と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�

地
域
活
性
化
策
と
し
て
、
札
内
大
地

の
利
活
用
を
考
え
る
と
、
札
内
大
地
そ

の
も
の
や
三
百
万
人
余
の
観
光
入
込
み

客
を
は
じ
め
、
市
内
の
様
々
な
要
素
を

地
元
資
源
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
ら
の
結

合
に
よ
る
付
加
価
値
化
と
そ
の
利
活
用

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
自
然
・
安
全
志

向
等
へ
の
様
々
な
視
点
で
道
内
外
客
対

象
の
農
園
を
創
る
事
は
、
地
域
活
性
化

に
結
び
つ
く
。
温
泉
宿
泊
や
滞
在
型
観

光
へ
の
魅
力
創
出
、
雇
用
創
出
、
起
業

化
な
ど
に
繋
が
り
、
少
額
の
投
資
で
大

き
な
波
及
・
相
乗
効
果
の
期
待
が
持
て

る
交
流
農
園
構
想
を
如
何
に
考
え
る
か
。
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